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黒
石
地
区
振
興
会
で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら

令
和
８
年
度
ま
で
の
５
箇
年
の
黒
石
地
区
の
地

域
振
興
の
指
針
と
な
る
「
第
３
次
黒
石
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
」
の
策
定
を
進
め
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。 

 
こ
の
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
地
区
の
皆
様
の

黒
石
地
区
に
対
す
る
想
い
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の

要
望
、
事
業
の
提
案
な
ど
幅
広
い
意
見
を
参
考

に
す
る
た
め
、
地
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

２
月
中
旬
に
各
世
帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
等

を
配
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
回
答
用
紙
に
記
入

の
上
、
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

12
月
に
開
会
さ
れ
た
令
和
２
年
第
４
回
奥
州

市
議
会
定
例
会
で「
公
の
施
設
の
使
用
料
及
び
減

免
基
準
」
に
つ
い
て
、
関
係
条
例
の
改
正
が
可
決

さ
れ
、令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
地
区
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
施
設
使
用
料
や
減
免
基
準
が
改
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
施
設
使
用
料
、付
加
使
用
料
と
も
に

全
額
免
除
と
な
っ
て
い
た
団
体
で
も
使
用
料
の

減
免
割
合
が
変
更
さ
れ
る
な
ど
、減
免
対
象
や
減

免
割
合
も
細
分
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、地
区
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
各
団
体
の
負
担
額
が

大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

詳
細
は
黒
石
地
区
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

 

【
市
長
表
彰
・
勤
続
章
】 

 
 
 

（
10
分
団
）
（
敬
称
略
） 

 

十
年
以
上
勤
続
し
功
績
顕
著
で
他
の
模
範
と
な
る
団
員 

 

佐
藤
昭
彦
・
伊
藤
満 

【
市
長
表
彰
・
功
績
章
】 

 

七
年
以
上
勤
続
し
功
績
顕
著
で
他
の
模
範
と
な
る
団
員 

 

阿
部
定
幸
・
菊
地
成
一
・
高
野
康
晴 

【
市
長
表
彰
・
精
錬
章
】 

 

五
年
以
上
勤
続
し
功
績
顕
著
で
他
の
模
範
と
な
る
団
員 

 

菅
原
一
生
・
伊
藤
哲
・
阿
部
剛
・
及
川
寛
人
・
千
田
博
美 

【
市
長
感
謝
状
・
内
助
功
労
賞
】 

 

十
年
に
わ
た
り
団
員
で
あ
る
夫
ま
た
は
妻
を
助
け
、
消
防
業 

 

 

務
遂
行
に
尽
く
し
た
内
助
の
功
績
が
顕
著
で
あ
り
、
他
の
模 

 

 

範
と
な
る
も
の
、
夫
ま
た
は
妻
の
勤
続
年
数
が
二
十
年
以
上 

 

青
山
牧
子
（
青
山
由
典
） 

【
県
消
防
協
会
胆
江
地
区
支
部
長
表
彰
・
功
労
賞
】 

 

消
防
職
、団
員
と
し
て
勤
続
十
五
年
以
上
精
励
し
技
能
が
優
秀 

 

 

で
平
素
よ
く
消
防
の
使
命
に
尽
く
し
、
功
労
が
あ
っ
た
者 

 

梅
原
司
分
団
長 

【
県
消
防
協
会
胆
江
地
区
支
部
長
表
彰
・
功
績
章
】 

 

消
防
職
、
団
員
と
し
て
勤
続
十
年
以
上
精
励
し
技
能
が
優
秀 

 

で
平
素
よ
く
消
防
の
使
命
に
尽
く
し
、
功
労
あ
っ
た
者 

 

佐
々
木
英
昭 

【
県
消
防
協
会
胆
江
地
区
支
部
長
表
彰
・
精
錬
章
】 

 

消
防
職
、
団
員
と
し
て
精
励
恪
勤
、
規
律
厳
正
に
し
て
技
能 

 

に
熟
達
し
、
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
者 

 

佐
藤
拓
郎
・
伊
藤
満 

【
県
消
防
協
会
胆
江
地
区
支
部
長
表
彰
・
勤
続
章
】 

 

消
防
職
、
団
員
と
し
て
十
五
年
以
上
勤
務
し
、
技
能
に
熟
達 

 

し
、
平
素
よ
く
率
先
垂
範
し
て
消
防
の
使
命
達
成
に
尽
力
、
他 

 

の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
者 

 

梅
原
司
・
藤
原
文
弘
・
佐
々
木
篤
・
梅
原
俊
彦 

【
県
消
防
協
会
胆
江
地
区
支
部
長
表
彰
・
無
火
災
表
彰
】 

 

火
災
予
防
活
動
に
努
め
、
担
当
区
域
内
で
毎
年
一
月
一
日
か 

 
ら
１
年
間
以
上
火
災
発
生
が
無
い
部 

 
第
10
分
団
第
１
部
（
千
葉
寿
典
部
長
） 

 

「メ
ロ
デ
ィ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
」 

 
   

   
 

及
川
進
二 

さ
ん(

小
黒
石)

 
 
  

          

伊
藤
泰
一 

さ
ん(

下  

柳) 

 

メ
ロ
デ
ィ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
の
メ
ン
バ
ー
は
現
在
15
人
で
、
水
沢
農
高
Ｏ
Ｂ
で
つ
く
ら
れ
た

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド(

フ
ル
バ
ン
ド)

で
す
。
１
９
６
９
年(

昭
和
44
年)

に
結
成
し
、
半
世
紀
に
わ
た
り

音
楽
の
力
で
文
化
を
通
じ
た
地
域
振
興
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
１
月
15
日
に
奥
州
市
役
所
に
お

い
て
市
勢
功
労
表
彰(

特
別
功
労)

を
受
け
ま
し
た
。 

 

こ
こ
ま
で
長
く
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
お
互
い
を
認
め
合

い
人
と
人
と
の
和
を
大
事
に
し
て
き
た
こ
と
、
今
後
も
地
域
の

行
事
等
に
参
加
し
て
音
楽
を
通
し
て
支
援
を
し
て
い
き
た
い
、

と
話
す
お
二
人
、
今
後
の
活
動
に
も
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。 

 

及
川
進
二
さ
ん
、
伊
藤
泰
一
さ
ん
は
、
と
も
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

を
担
当
さ
れ
て
お
り
、
１
月
30
日(

土)

31
日(

日)

に
江
刺
体
育

文
化
会
館
さ
さ
ら
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
る
、
第
13
回
奥
州
市
民

★
文
士
劇
「
女
ね
ず
み
小
僧
」
で
、
奥
州
市
民
★
文
士
劇
ス
ペ

シ
ャ
ル
バ
ン
ド
と
し
て
演
奏
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 



 

黒
石
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
12
月
25
日
に
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
、
数
字
を
読
み
上
げ
る
と
「
ビ
ン
ゴ
！
」

と
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
景
品
を
手
に
し
て
い
ま
し
た
。 

 

続
い
て
お
待
ち
か
ね
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
！ 

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
貰
い
、
ま

た
ま
た
大
喜
び
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。
中
身
は
何
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

 

12
月
19
日
、
下
柳
・
二
渡
子
ど
も
会
と
お
達
者
ク
ラ

ブ
は
、
「
み
ず
き
団
子
飾
り
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。 

 

赤
、
青
、
白
の
餅
を
枝
に
つ
け
て
、
出
来
上
が
っ
た
み

ず
き
飾
り
は
高
齢
者
の
方
々
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
そ

う
で
す
。 

 
 
 

《
令
和
２
年
度
奥
州
市
歳
末
助
け
合
い
運
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
域
づ
く
り
活
動
助
成
金
事
業
》 

 

12
月
28
日
、
鶴
城
町
内
会
地
域
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
会
議

は
、
高
齢
者
28
名
に
お
餅
を
配
布
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
「
歳
末
助
け
合
い
運
動
地
域
づ
く
り
活
動
助
成
金
」

を
活
用
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
鶴
城
地
区
の
高
齢
者
へ
、
新

年
に
合
わ
せ
「
ほ
ん
の
希
餅
」
を
届
け
ま
し
た
。 

  

お
餅
に
添
え
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

「
コ
ロ
ナ
、
大
雪
と
大
変
な
１
年
で
し
た
。
例
年
の
よ
う 

 

に
会
食
な
ど
で
き
た
ら
い
い
の
で
す
が
・
・
・
。 

 

今
年
は
、
ほ
ん
の
気
持
ち(

希
餅)

を
お
す
そ
分
け
さ
せ
て 

 

 

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

《
令
和
２
年
度
奥
州
市
歳
末
助
け
合
い
運
動
地
域
づ
く
り
活
動
助
成
金
事
業
》 

 

昨
年
12
月
24
日
と
令
和
３

年
１
月
７
日
の
両
日
、
黒
石
町

防
犯
協
会
は
「
年
末
年
始
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
行
い
ま
し
た
。

同
会
会
長
の
遠
藤
さ
ん
、
羽
田

駐
在
所
平
野
所
長
さ
ん
、
主
任

児
童
委
員
の
方
々
が
、
冬
休
み

中
の
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り

や
、
振
り
込
め
詐
欺
防
止
に
つ

い
て
声
が
け
を
し
な
が
ら
鶴
城

地
区
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
ま

し
た
。
寒
い
中
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。 

 
１
月
８
日
、
長
根
行
政
区
で
は
黒
石
町
内
の
寺
社
五

か
所
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
黒
石
に
は
古
く
か
ら
地
元
の
人
た
ち
が
大

切
に
守
っ
て
き
た
神
社
や
お
寺
が
多
く
あ
る
こ
と
か

ら
、
寺
社
の
い
く
つ
か
を
巡
り
、
新
し
い
年
の
平
安
を
祈

念
す
る
と
と
も
に
黒
石
の
お
宝
を
再
発
見
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
巡
っ
た
寺
社
は
、
黒
石
寺
～
高
清
水
八
幡
神
社

～
内
堀
観
音
堂
～
石
手
堰

 
前
日
に
大
雪
と
風
雪

の
予
報
が
出
て
い
て
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
お
天

気
も
安
定
し
、
澄
ん
だ
空

気
の
中
お
参
り
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

《
令
和
２
年
度
奥
州
市
歳
末
助
け

合
い
運
動
地
域
づ
く
り
活
動
助
成

金
事
業
》 

 

水
沢
地
域
福
祉
推
進
協
議
会
黒
石
支
部
で
は
２
月
26
日

(

金)

午
後
１
時
半
か
ら
、
黒
石
地
区
セ
ン
タ
ー
の
研
修
室
に

お
い
て
、
令
和
２
年
度
す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
黒
石
『
高
齢
期
の
虚

弱
「
フ
レ
イ
ル
」
を
防
い
で
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
！
』
を
開

催
し
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
全
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

 

日 

時
：
２
月
26
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～ 

 

場 

所
：
黒
石
地
区
セ
ン
タ
ー 

研
修
室
（
和
室
） 

 

※ 

マ
ス
ク
の
着
用
、
入
館
時
の
検
温
と
手
指
の
消
毒
を 

 
 

 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

黒
石
地
区
セ
ン
タ
ー
報
「
じ
ゃ
も
ん
が
ん
」
が
昭
和
50
年
４

月
に
黒
石
公
民
館
報
「
蛇
紋
岩
」
と
し
て
創
刊
さ
れ
て
か
ら
今

月
号
で
遂
に
４
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

黒
石
地
区
振
興
会
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
特
製
ボ
ー
ル
ペ

ン
を
先
着
40
名
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。 

 
☆
２
月
１
日(

月)

午
前
９
時
～ 

事
務
室
窓
口
で 



  リーダー募集!! 
 

 夏に開催予定の寺子屋で、小学生を指導する中高

生(寺子屋リーダー)を募集します。 

 黒石小学校に設置してある「寺子屋ポスト」に

投函してください。 

 又は黒石地区センターへ提出をお願いします。 

 ☆ ｢保護者の承諾｣欄に必ず記入願います。 

 ☆ 昨年のリーダーも再度申し込みが必要です。 

 ☆ 2/17(水)までにお願いします。 

◇◇◇申告相談◇◇◇                           

  

黒石地区の方々の申告相談日は、 

    期  日：３月３日(水) 

    受付時間：午前９時～午後３時半 

    場  所：奥州市役所本庁３階 講堂  
 

◇会場での留意事項◇ 

 ○マスク着用 ○検温 ○手指消毒 ○飲食禁止 

 ○ソーシャルディスタンスの確保 

 ○大声を出さない 

※以下の方は入場できません。 

↓ 

・検温で37.5度以上の熱がある方 

・マスク未着用 

・新型コロナウイルス感染症の症状がある方 

 （発熱、頭痛、咳、息切れ、だるさ等） 
 

問い合わせ：本庁税務課市民税係 

☎ 0197-34-2374 

 マイナンバーカード未取得の方へ 

 交付申請書が送付されます。 
 

   １月から３月までの間に 

  普通郵便にて 

  順次発送予定です。 

 次の書類が入っています。 

   ○個人番号カード交付申請書 

   ○説明用パンフレット 

   ○返信用封筒 

 ※75歳以上の人などは、送付の対象外となる   

  ことがあります。 

↓問い合わせ↓ 

マイナンバー総合フリーダイヤル 

☎ 0120-95-0178 

本庁市民課マイナンバーカード推進室 

☎  34-2223 

まんが 岩手人物シリーズ 

「後藤新平」 

という本を、髙橋力さん(高清水)が地区

センターへ寄贈してくださいました。 

 この本は1989年に初版が発刊され、

30年ぶりに昨年12月に復刻改訂版として発行され

ました。 

 後藤新平の生涯がまんがで描かれていて、子ども

から大人までどんな方でも読むことができます。 

 新たにいくつかのエピソードも追加されており、

100年前の日本で100年先を見通した男、後藤新平

に出会える本です。 

 髙橋さんが協力・監修として参加されています。 

 この本を読んでみたいという方は、地区センター

へご連絡ください。 

        黒石地区センター ☎  26-3819 

体育館で使用する 

マットを購入しました！ 
 

 災害が起きた際、避難所になる

体育館で使用する「防災マット」です。 

 また、黒石まつりの際に体育館で行われる演芸大

会で客席に敷くマットが古くなり汚れも目立つよう

になっていたので、災害時にも使用できて軽量かつ

汚れにくい材質のものをと考えて購入しました。 

 令和３年度はコロナも終息して黒石まつりが開催

できるといいですね。 

住 民 登 録 月 報 （令和２年１2月31日） 

行政区 男 女 計 世帯数 

内 堀 
52 

(0) 

48 

(0) 

100 

(0) 

35 

(0) 

鶴 城 
72 

(-2) 

72 

(-1) 

144 

(-3) 

55 

(-1) 

長 根 
52 

(0) 

47 

(0) 

99 

(0) 

41 

(0) 

下 柳 
48 

(0) 

53 

(0) 

101 

(0) 

41 

(0) 

二 渡 
126 

(0) 

122 

(0) 

248 

(0) 

84 

(0) 

正 法 寺 
40 

(0) 

37 

(0) 

77 

(0) 

34 

(0) 

小 黒 石 
39 

(0) 

49 

(0) 

88 

(0) 

31 

(0) 

高 清 水 
59 

(-1) 

48 

(-1) 

107 

(-2) 

43 

(-2) 

計 
488 

(-3) 

476 

(-2) 

964 

(-5) 

364 

(-3) 

※
カ
ッ
コ
内
は
前
月
と
の
比
較 



２０２１年 2月  じゃもんがん  家庭連絡団らん 

       令和３年１月２８日現在 

日 曜日   行 事 予 定   時 間           会    場 

1 月   
黒石グラウンド・ゴルフ同好会 
黒石３Ｂ体操クラブ 
シャトルキッズ 

９：３０ 
１０：００ 
１９：００ 

  
地区センター体育館 
地区センター研修室 
地区センター体育館 

2 火   黒石地区振興会 三役会議 ９：３０   地区センター第1会議室 

3 水   
黒石地区民生児童委員協議会 ２月定例会 
卓球クラブ 
黒石バドミントンクラブ 

１３：３０ 
１３：００ 
１９：００ 

  
地区センター第１会議室 
地区センター体育館 
地区センター体育館 

4 木   黒石グラウンド・ゴルフ同好会 ９：３０   地区センター体育館 

5 金  黒石小学校PTAスポーツ交流会 １９：３０   地区センター体育館 

6 土       

7 日       

8 月   
黒石グラウンド・ゴルフ同好会 
黒石３Ｂ体操クラブ 
シャトルキッズ 

９：３０ 
１０：００ 
１９：００ 

  
地区センター体育館 
地区センター研修室 
地区センター体育館 

9 火   冬期営農座談会 9：30～ ９：００   地区センター第１会議室 

10 水   
卓球クラブ 
黒石バドミントンクラブ 

１３：００ 
１９：００ 

  
地区センター体育館 
地区センター体育館 

11 木      <建国記念の日>     

12 金   黒石小学校PTAスポーツ交流会 １９：３０   地区センター体育館 

13 土        

14 日        

15 月  
黒石グラウンド・ゴルフ同好会 
黒石３Ｂ体操クラブ 
黒石地区老人クラブ連絡協議会 理事会 

９：３０ 
１０：００ 
１１：００ 

  
地区センター体育館 
地区センター研修室 
地区センター第１会議室 

16 火   黒石体育会 三役会 １９：００   地区センター第１会議室 

17 水   
卓球クラブ 
黒石バドミントンクラブ 

１３：００ 
１９：００ 

  
地区センター体育館 
地区センター体育館 

18 木   黒石グラウンド・ゴルフ同好会 ９：３０   地区センター体育館 

19 金   黒石小学校PTAスポーツ交流会 １９：３０   地区センター体育館 

20 土       

21 日        

22 月  
黒石グラウンド・ゴルフ同好会 
シャトルキッズ 

９：３０ 
１９：００ 

  
地区センター体育館 
地区センター体育館 

23 火      <天皇誕生日>     

24 水   
卓球クラブ 
黒石バドミントンクラブ 

１３：００ 
１９：００ 

  
地区センター体育館 
地区センター体育館 

25 木   
黒石地区行政区長協議会 定例会 
黒石グラウンド・ゴルフ同好会 

１０：００ 
９：３０ 

  
地区センター第１会議室 
地区センター体育館 

26 金  

東水沢保育園 子育て支援 
水沢地域福祉推進協議会黒石支部主催 
 『高齢期の虚弱「フレイル」を防いで健康寿命を延ばそう！』 
黒石小学校PTAスポーツ交流会 

９：３０ 
 

１３：３０ 
１９：３０ 

 
 
 
 

 

地区センター研修室 
 
地区センター研修室 
地区センター体育館 

27 土      地区センター体育館 

28 日       

今年は２月２日が節分です！ 
 ｢節分｣は例年、2月3日ですが、今年は暦のずれの影響で一日早くなり、立春が2月3日になり、

前日の2月2日が｢節分｣となります。なんと明治30年以来、124年ぶりの珍しい年だそうです。 

国立天文台暦計算室によると、来年は2月3日に戻りますが、2025年から4年ごとに再び2月2日に

なり、2057年と2058年は2年連続で2月2日になるということです。 

 1984年(昭和59年)には、「立春」2月5日、「節分」2月4日という年もあったそうです。 


